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甲斐国は幕府政治の展開において、徳川氏の故地駿河の背後に
あるという地理的重要性とともに、軍事的・政治的要衝として重
要な位置を占めていた。そのため江戸初期より親藩あるいは城番
支配を通して、幕府は在地支配の掌握につとめたのである。
享保九年（一七二四）七月四日、甲府勤番支配は甲斐国一国天
領化とともに、勤番支配二名・勤番士二百名・与力二十名・同心
（１）
五十名をもって成立した。以後、幕末に至るまで甲斐支配の中核
として、甲府城の守護・城米管理・武器整備、甲府の民政などに
（２）
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
。
したがって、甲府勤番支配は甲斐近世史上の承ならず、江戸幕
府の幕領支配機構の一環としても重要な位置を占めるものであつ
（３）
た。しかし、従来の甲府勤番支配に関する研究はその重要性が注
目されながらも、勤番支配の成立を中心としたもの、あるいは勤
番士の禄高を分析・検討したものなど一一、三の論述があるの象
甲府勤番支配の成立に関する一考察（平澤）
甲
府
勤
番
支
配
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
主
と
し
て
勤
番
士
の
閲
歴
・
系
譜
を
中
心
に
Ｉ
（４）
で、きわめて立遅れていると一高えるのである。
そこで以下、本繁ではとくに享保九年成立時に任命された動 （６）
番士二百名について、その閲歴・系譜などの数量的分析を通して、
（７）
「山流し」などと一一一一口われた田‐府勤番の実態を明らかにしていきた
一一
（ＣＯ）
甲‐府勤番支配の成立については、『有徳院殿御実紀』に、
（享保九年七月）四日小普譜組支配有馬内膳純珍。輿津能登
守忠間甲斐国に赴き。府中の城を成るべしと命ぜられ。……
各百人属せしめられ・純珍。忠間をはじめ。所属に‘も。各彼
地にて宅地下されべければ。江府の宅地はかへし奉るべし。
また純珍。忠間。及び所属。各家族をひきつれ。彼地に居を
うつすを●もて。
とあって、勤番支配に小普請組支配から二名が命ぜられたこと、
また江戸の屋敷を引払って家族と●もど●も甲府に移り住んだことな
いと思う。
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どを明らかにすることができるのである。すなわち、甲府にあっ
ては二条・大坂・駿府にふられる勤番制とは異なり、現地居住の
勤番体制がとられていたのである。
また勤番士は、「小普請の士に。甲斐国府中城の番を命ぜらる
ｔの二百蕊とあり、小普請から二百名が任命されたのであ
る。勤番士の小普請当時の所属を示したのが表側である。これをふ
ると、小普請組支配から勤番支配に移った有馬出羽守純珍・輿津
能
登
守
忠
間
支
配
下
の
者
が
、
七
十
八
名
（
三
九
％
）
と
多
い
の
は
当
然
と
して、他の組支配からも曲淵下野守景衡支配より二十四名（一二
％）、伊丹覚左衛門晴友支配より二十三名（二・五％）とそれ
ぞ
れ
勤
番
士
と
し
て
補
任
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
表
側
に
ふ
ら
れ
る
ご
と
く
勤
番
士
に
任
命
さ
れ
た
も
の
は
、
有
馬
・
興
津
両
組
の
承
で
は
な
表（１）勤番士旧
小普請組支配
有馬出羽中純珍
興津能登守忠間
曲淵下野守景衡
伊丹覚左衛門晴友
松平藤九郎正常
能勢出雲守頼相
青木右衛門直宥
内藤采女信明
滝川讃岐守元長
支配組一覧 法
政
史
学
第
二
十
八
号
’１１１‐ 比率
一一一一
人数
５２名
２６名
２４名
２３名
１８名
１６名
１５名
１５名
６名
５名
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
０
０
０
５
０
０
５
５
０
５
６
３
２
１
９
８
７
７
３
２
２
１
１
１
明不
100％200名
「甲府勤番御家中香」（『甲州文庫』山梨県立
図掛館蔵より作成。
いのである。
し
た
が
っ
て
、
多
く
の
小
普
請
の
な
か
よ
り
勤
番
を
命
ず
る
に
際
し
て
は、何らかの選択がなされたものと考えられるのである。それで
は、どのような旗本・御家人が、勤番士として甲府に移住するこ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
甲
府
勤
番
に
任
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
旗
本
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
の
か
。
こ
の
点
を
考
えるにあたり、まず勤番を命ぜられた旗本・御家人の閲歴の面か
（Ⅲ）
ら
考
察
し
て
行
く
こ
と
に
す
る
。
小普請とは、「旗本非職の士を格別し、禄高三千石に充たざ鮒］
ものをいうのであるが、小普請入りをする以前に役職についてい
た
か
否
か
の
別
を
示
し
た
の
が
表
側
で
あ
る
。
何
ら
か
の
役
職
に
任
用
さ
表（２）勤番士の小普請入り前の閲歴
人数｜比率 細 目
(Ａ） 23名
(Ｂ）７名①非任用 79.5％159名 (Ｃ）１名
(Ｄ）128名
(Ｅ）１５名
②任用 18.0％’（F）１２名36名
(Ｇ）９名
／不明’５名’2.5％ ／ 七計１２００名’100％ 〆／
(注）先代から非役の者をＡ’２代前からをＢ’３代前
からをＣ，当代から非役の者をＤとする。任用された
役職の数が１のものをＥ，２がＦ'３以上をＧとする。
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れたことのある者は二百名中三十六名、全く役職についたことの
ない者は百五十九名である。したがって、その割合は非任用が七
九・五％であるのに対し任用は一八％にすぎない。結局、二百名
中
、
八
○
％
に
及
ぶ
も
の
が
勤
役
の
経
歴
を
も
た
な
い
の
で
あ
る
。
一
方
任
用された者にしても、勤役経験職数が一度の者②Ｅが三十六名中
十五名と四二％を占め、以下二度の②Ｆが十二名、三度以上の動
（皿）
仕経験をもつもの②Ｇは九名である。
非任用の者百五十九名を、本人の象ならず、さらに三代前（曽
祖父）まで遡って承ると、父の代から非役であったもの①Ａが二
十三名、祖父の代からの①Ｂが七名、曽祖父の代から非役であっ
たもの①ｃが一名で計三十一名、割合にして非任用のもの百五十
九名中
一
九
・
五
％
は
先
代
か
ら
ず
っ
と
役
に
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が知れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
閲
歴
上
、
任
用
・
非
任
用
の
別
か
ら
言
え
る
こ
と
は、二百名の勤番士の八○％はそれまで全く役についたことがな
く
、
ま
た
そ
の
う
ち
の
二
○
％
は
父
の
代
か
ら
ず
っ
と
非
役
で
あ
っ
た
こ
と
である。
さ
ら
に
、
勤
番
士
の
系
譜
に
お
い
て
庶
流
、
嫡
流
の
占
め
る
割
合
を
示
す
（旧）
のが表側である。嫡流は二百名のうち九十九名であり、庶流は九
十六名で、比率では嫡流四九・五％、庶流四八％でわずかに嫡流で
あ
る
者
が
多
い
が
、
そ
の
割
合
は
ほ
と
ん
ど
か
わ
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。
庶
流のもの九十六名をさらに分類すると、祖父の代で分家したしの
③Ｃが四十四名で、四五・八％と一番多く、曽祖父の代に分家し
た③Ｄが一一十四名で二五・○％、父の代に分家したものが一一十一一
名
の
二
二
・
九
％
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
③
Ｃ
に
は
祖
父
の
代
で
分
家
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れており、庶流九十六名中二十一名で一二・九％は一一代以上にわ
たって分家しているのである。つまり、勤番士の庶流・嫡流の割
合は、四八％と四九・五％とほぼ同様であるが、庶流九十六名の
うち一一十一名一一一一％は、二代以上にわたって分家した系譜をもつ
のである。
以上のように、閲歴上の任用・非任用の別、系譜上の嫡流・庶
流の示す割合をもって勤番士の特質分析の指標としてきたが、次
に表側に示すごとく、勤番士の閲歴・系譜の相互関係にふれてい
きたい。
閲歴上、二百名の勤番士の八○％が非任用者であり、非任用老
中二○％は先代より就職したことのない者であるが、百五十九名
表（３）勤番士系譜（１）
人数｜比率 細目
Ａ）６名
Ｂ）２２名
く
一
く
③庶流 0％96名’４８．
(Ｃ）４４名
(Ｄ）２４名
／
／
丘
④嫡流’９９名’49.5％
不明’５名’2.5％
計’200名’100％
し
、
父
の
代
で
も
さ
℃
ら
に
分
家
し
た
屯
の
力緬が四名、祖父の代、
但父の代、本人とそ
Ｂ鯵乱れぞれ一二代にわた
州銃り分家したものが
塾麺一名、祖父の代、
詫鈴本人とで分家した
た
た
誕飢‘ものが一名、計一ハ
紛紛名が含まれる。同
封愉様な場合が③Ｄに
』
３
注
お
い
て
十
一
一
名
、
③
く
Ｂで一一一名がふく主
一・九％は二代以上にわ
七
一
＝
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表（４）勤番士閲歴・系譜相互関係庶流
・
嫡
流
の
区
別
だ
け
で
は
勤
番
士
の
特
質
を
示
し
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
表側嫡流の項を承ると、嫡流九十九名のうち八十二名は非任用
者であり、十七名が任用者である。比率では非任用者八二・八％、
任用者一七・二％と、圧倒的に嫡流九十九名中に占める非任用者
法
政
史
学
第
二
十
八
号
庶 流 嫡流ｌ不明 計
(Ａ） (Ｂ） (Ｃ） (Ｄ）
82名 159名⑤非任用 77名
８名 36名３名 ６名 ２名 17名⑥任 用
５名５名明不
３名 ８名 ６名’２名 99名 ５名 200名77名計
(注）本人が分家した場合をＡ，先代がＢ’２代前がＣ’３代前が分家した場合をＤとする。
の非任用者のうち八十二名が
嫡
流
、
七
十
七
名
が
庶
流
で
あ
る
。
比
率
で
あ
ら
わ
す
と
嫡
流
五
一・六％、庶流四八・四％と
なる。任用者三十六名では嫡
流十七名、庶流十九名で、各
四七・二％、五二・八％の割
合
で
あ
る
。
さ
ら
に
任
用
者
庶
流
十
九
名
の
う
ち
、
本
人
が
分
家
し
た⑥Ａが三名（一五・八％）、
父の代が⑥Ｂ八名（四二・一
％
）
、
祖
父
の
代
⑥
Ｃ
六
名
（
三
一・六％）、曽祖父の代が分家
した⑥Ｄが二名□○・五％）
で
あ
り
、
本
人
よ
り
前
に
分
家
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
表
側
③
と
同
様
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
嫡
流
と
庶
流
の
比
率
に
ついては、四九・五％と四八・
○％とほぼ同様の割合であり、
七
四
の割合の高いことがわかるのである。さらに非任用者八十二名中
十五名（一八・三％）は、父の代以来の非役のものなのである。
同様に、庶流九十六名のうち七十七名（八○・二％）は非任用、
十
九
名
Ｃ
九
・
八
％
）
は
任
用
と
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
高
い
割
合
を
非
任用が示しているのである。
ま
た
、
勤
番
に
任
ぜ
ら
れ
た
者
の
系
譜
を
辿
っ
て
行
く
と
、
「
桜
田
の
館
（将軍家宣）へ西の丸）
につかへ、宝永元年文昭院殿西城にいらせたまふのときしたがひ
たてまつり、御家人に列し小普請となり、廩米二百五十俵をたま
（ｕ）
（補注）
ふ
」
な
ど
と
あ
っ
て
、
所
調
、
新
参
御
家
人
の
存
在
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
表（５）新参御家人来歴
～
人数 比率
42.3％
人数
庶流非
任
30名寛文11(1671)年１１名
延宝８（1680)年 17名
46.5％嫡流 33名用
元禄５（1692)年 1名
任|庶流宝永元(1704)年 49名 7.1％５名
宝永６（1709)年 ２名
用’－－－，嫡流 4.1％３名不詳（父の代） １名
100％71名計’７１名 計
表側に示したよう
に、新たに御家人に
列
し
た
者
は
七
十
一
名
で、二百名中の割合
は三五・五％である。
年
代
的
に
遡
る
と
寛
文
十一年（一六七一）が
享保九年Ｃ七二四）
よ
り
五
十
三
年
前
と
一番古く、一名が御
家
人
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い
る
。
同
様
に
宝
永
元
年
Ｃ
七
○
四
）
、
享保九年より二十年
前
に
は
、
四
十
九
名
が
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御家人に列しているのである。年次的分布は表㈲にふる通りであ
るが、召加えられたのが祖父の代である者は二十一名（二九・
六％）、父の代三十五名（四九・三％）、本人が取立てられた者十
五名（二一％）という割合で、勤番士となった一一百名中一一一五・五
％、七十一名は三代以上にわたり勤仕していないことがわかるの
である。
さ
ら
に
非
任
用
者
百
五
十
九
名
の
う
ち
、
六
十
三
名
は
新
参
御
家
人
で
あ
り、比率にして三九・六％を占め、庶流九十六名中三十五名が新
参御家人で、三六・五％を、嫡流九十九名中三十六名が新参御家
人で、一一一六・四％を、また任用者三十六名中八名、一三・一一％を
それぞれ新参御家人が占めているのである。したがって、非任用
者の四○％が、庶流の一一一七％が、嫡流の三六％が新参御家人であ
る点に注目する必要がある。
また、勤番士二百名中には、その閲歴・系譜上に疵をもつもの
が
見
受
け
ら
れ
る
。
嶋
田
甚
五
左
衛
門
利
豊
の
項
に
は
、
「
元
禄
二
年
十
二
月十九日遺跡を継、十二年八月十日桐間番となり十三年十一月二
十
九
日
故
あ
り
て
番
を
免
さ
れ
、
宝
永
元
年
六
月
十
一
日
御
小
性
組
に
列
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
し、正徳五年九月十一日その務にかなはざる》」とありて小普請に
・・・（脂）
（胆）
随さる。」とあって、御衿小普請であることがわかる。
このように、何らかの越度があって処分をうけているものは、
三十七名にのぼる。全体の割合では一八・五％の割合となり、答
をうけているのが本人である者十一名、父の代に十六名、祖父の
代八名、曽祖父の代に処分をうけている者が二名という数値を示
（Ⅳ）
している。つまり、三十七名のうち二十六名、七○・一一一％は本人
甲
府
勤
番
支
配
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
（
平
澤
）
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一一一
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
設
置
さ
れ
た
甲
府
勤
番
支
配
は
、
こ
れ
ま
で
の勤番制とは異なり、現地居住の勤番体制が行なわれる訳である
が
、
そ
れ
で
は
、
当
初
任
命
さ
れ
た
二
百
名
の
勤
番
士
の
去
就
は
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
史料の制約上、享保から寛政年間まで約七十年間、設置期間の
約
半
分
で
は
あ
る
が
考
察
し
て
承
る
こ
と
に
し
た
い
。
勤
番
士
の
動
向
は
、
表
、
に
示
し
た
ご
と
く
で
甲
府
よ
り
他
に
転
出
し
た
も
の
は
四
十
二
名
に
の
ぼ
る
。
こ
の
ほ
か
博
突
を
行
な
い
追
放
に
な
っ
た
者、あるいは嗣子がなく家が絶えた者などが九名、また調査不能
で
去
就
の
明
ら
か
で
な
い
者
が
五
名
い
る
。
軽
出
先
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は、駿府勤番への十九名、大番の十一名であり、他は書院番の三
名
を
は
じ
め
と
し
て
人
数
的
に
は
少
な
い
。
し
か
し
、
転
出
先
の
ほ
ぼ
半
数
を占める駿府勤番では、甲府から江戸に一戻ることにはならず、実
質
的
に
江
戸
へ
の
転
出
を
果
し
た
者
は
、
四
十
二
名
中
代
官
・
田
安
家
物
頭
への移動を除き二十一名にしか過ぎないことになる。したがって、
任命された二百名の勤番士のうち僅か一割余しか、江戸への帰参
を許されなかったのである。
転出年代について承ると、寛政期が三十七名でこの時期の転出
が圧倒的に多い。駿府勤番に十九名転出したのもこの時期である
が、これは寛政二年Ｃ七九○）これまでの書院番を派遣しての
駿府在番が停止され、常駐の駿府勤番が設置されたことにより甲
府から駿府への移動が命ぜられたしのである。また同じ時期に老
法
政
史
学
第
二
十
八
号
中
松
平
定
信
に
よ
って新たに甲斐
に
勝
手
小
普
請
と
称する職制が設
け
ら
れ
、
品
行
の
悪
い
旗
本
の
事
実
上
の
配
流
地
と
さ
（別）
れ
た
。
し
た
が
っ
て、いずれにし
て
も
寛
政
の
改
革
と
照
応
し
て
大
き
な
移
動
が
な
さ
れ
たものと考えら覧
れる。
‐
一
別
で
は
、
表
、
に
代
承られる転出の柵
動向と、前述し靴
た
勤
番
士
の
閲
歴
士
６系譜とは何か蝿
関連性があるだ柵
ろ
う
か
。
そ
の
点
ｊ
で問題となるのロ
は、経歴上に疵表
を
持
つ
者
で
あ
る
一▼￣－－－－－－一－－
－－'六番|書院番|御納戸|小姓組|鱗|代官|易棗|雛|襄晨｜計－－
享保（1716～1735）
－－'－－－－－－－－－－－-'－－－－－
兀 文（1736～1740）１）１
１ １
２
￣－'一寛保'(1741～1743)，
－－－－－１－
廷享|(1744~1747)'１ １
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一一 一一一Ｗ一．‐－１－１’Ⅱ
｜｜｜『■■□二一
一冊研寛延～安永
天明 １
３７寛政に棚~伽０１丁Ｉ 丁rl■３２２１１９１
計 1１１３１２１２１１９１１１１１２１１１４２
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が、転出者総数四十二名のうち十名は御衿小普請など何らかの処
分をうけている者である。．またそのうち四名は江戸への帰参を果
しており、～転出する上での関連は少ないと思われる。
以上、勤番士の他への転出についてふれてきたが、転出者の追
放された者、去就不明の者など合わせて五十六名にのぼるが、残
（皿）
り百四十四名は代点勤番を世襲しているのである。したがって全
体の七二％は着任してから七十年間、勤番の任にあると言えるの
であるＰ故に、甲府勤番は現地在住のふならずつ」度着任すると
なかなか江戸には帰ることができないのであり、享保期から寛政
期をゑてもこのことは容易に看取できるのである。つまり、一一
条・大坂・駿府での従来の勤番は一年交代であったが、甲府勤番
は甲府常住の勤番制であったと考えられるのである。
寛政期以降、幕末に至るまでの動向については明確ではない
が、幕末期の甲府の承でなく甲斐の支配官僚を網羅した「甲官便
（皿）
覧」によって、記載されている勤番士氏名と対照してみると、不
十分ではあるが、ある程度までその傾向はとらえることができる。
正確な対照は不可能であるが、これによって多くの者が幕末期ま
で引き続いて勤番の任についていることが窺われるのである。
享保九年に勤番に任ぜられた柴田源九郎正直の場合をふると、
小普請での旧支配組は、滝川讃岐守元長支配であり、三百五十石
の地方知行であった。また、経歴の面からふると、小普請入りを
する前に全く役職についたことがなく、父の代から非役であっ
た。表側の①Ａに属しているのである。
系譜の面では嫡流であって、曽祖父以来大番をつとめていたの
甲
府
勤
番
支
配
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
（
平
澤
）
であるが、祖父が納戸番にある時命共の勤務にかなわざることが
あって小普請に腹されるのである。つまり祖父が御衿小普請に
なってから、それ以後前述のように非役となって二代続く訳であ
る。
（
羽
）
．
そして、「甲府勤番柴田代々書付之綴」にある「覚」によると、
「私儀兼而大御番入願罷在候処，甲州勤番被二抑付一候二付、
於二甲州一勤番可し仕候
以上
（享保九年）
辰
九
月
十
日
柴田源九郎（花押）
輿津能登守殿
とあって、祖父がつとめていた大番入りを望んでいたのである
が、その願も果せず甲府勤番入りをしたのである。，
恐らく他の勤番士の大多数もが、柴田源九即と同様、甲府入り
は
望
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
柴田氏はその後、幕末まで甲府勤番にあって、維新後は護衛隊
に所属して新政府下の甲斐の治安にあたり、明治四年二八七一）
九月には東京への賞属替を願い、同十月、東京への移住を認めら
（鰹）
れるのである。そのため、享保九年（一七二四）以来、実に百四
十七年を経てはじめて東京へ一尻ることができたのである。
四
以上、甲府勤番支配について、主に享保九年に任命された勤番
士の閲歴・系譜上の考察を通して、いかなる旗本、御家人が小普
請から勤番に命ぜられたのか、その後の去就は如何なるものか考
察してきた
。
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それを要約してゑると次のようになる。勤番士は九組の小普請
組支配から任命されるが、その旧支配組からの出身は一様でな
く、何らかの選択が行なわれたのであろう。
まず勤番士の閲歴からふると、二百名の勤番士の八○％はそれ
まで全く勤役したことがなく、またそのうちの二○％は父の代か
ら非役であったといえる。
さらに系譜においても、勤番士の庶流・嫡流の割合は四八％と
四九・五％とほぼ同様であるが、庶流九十六名中その二二％に当
る二十一名は二代以上にわたって分家した系譜をもつものであ
る。嫡流九十九名のうち八十二名は非任用者であり、割合では八
二・八％と非役であったものが圧倒的に多いのである。
ま
た
、
勤
番
に
任
ぜ
ら
れ
た
者
に
は
、
新
参
御
家
人
が
七
十
一
名
を
占
め、三代以上にわたり勤仕していない者が全体の一一一五・五％に及
ぶのである。そして、小普請入前の非任用者百五十九名のうち六
十三名は新参御家人であり、比率にして三九・六％を占め、庶流
の三七％が、嫡流の一一一六％が、各新参御家人である。
また勤番士二百名中には、何らかの越度があり処分をうけたし
の、御瞥小普請が三十七名、さらに、系譜上甲斐との関係を有す
る者は三十七名に過ぎないのである。
以上によって、かならずしも勤番士に任ぜられた旗本は、その
閲歴上からも決して有能な者とは言えぬまでも、当初から懲罰的
意味で甲府勤番に任ぜられたとはいえないのである。
むしろ、享保改革との関連で家臣団の整理、新参家人の召放
（妬）
し、旗本の冗員の江戸周辺土着化計画などにふられる、緊縮政策
法
政
史
学
第
二
十
八
号
の一環として考えることができるのである。
それはまた、現地在住勤番体制と勤番士の常住化と相俟って、
（妬）
所謂合力米の節減にも関係し、甲斐一国天領化と並んで幕府財政
（町）
に
と
っ
て
意
味
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。
甲斐一国内の代官支配化とともに、享保改革の一環として設置
されたことがそれを物語っているのである。結局、甲府勤番が
「山流し」と言われる理由は、勤番士が甲府入りをした後に、容易
に江戸に帰参できぬ甲府勤番の常住性に関連するといえるのであ
る。〔注〕
（１）「有徳院殿御実紀」巻十九（『新訂増補国史大系』妬三四
一
・
三
四
五
頁
）
。
な
お
、
勤
番
に
は
大
手
・
山
手
の
二
組
に
わ
か
れ
月
番
で
そ
の
任
に
あ
た
っ
た
。
（２）「法曹後鑑」ｓ古事類苑』法律部３八
八○頁）
（
３
）
老
中
支
配
下
の
甲
府
勤
番
支
配
は
、
役
高
三
千
石
で
布
衣
以
上
の
役
職
に
あ
っ
て
高
い
部
類
に
属
す
る
。
（４）村上直「甲府勤番支配の成立」合甲斐史学』特集号）。服
部治則・村上直「甲府藩」Ｓ第二期物語藩史』２所収）・
斎
藤
典
男
「
成
立
期
甲
府
勤
番
士
の
知
行
高
に
つ
い
て
」
Ｓ
甲
斐
史学』巫号。『甲斐近世史の研究』上巻所収）
（５）甲府勤番士の人名については、「甲斐国歴代譜」ｓ甲斐
史料集成』７）・「裏見寒話」Ｓ甲斐叢醤』６）・『甲府
略
史
』
・
「
甲
府
勤
番
御
家
中
書
」
角
甲
州
文
庫
巳
な
ど
が
あ
る
が、本稿では「甲府在番総人数高附帳」（山梨県立図書
館所蔵）を使用する。
（６）以下、『新訂寛政重修諸家譜』によって分析、表を作成
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１６１５
、.ノ、_ノ
（ｕ） '白、１３
、.ノ
（、）
（ｕ） ／■、／■、／■、1０９８
、ｺノ、-ノ、.ノ
（７）甲府
勤
番
支
配
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
（
平
澤
）
す
る
。
特
別
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
出
典
は
こ
れ
ら
史
料
に
よ
る
。
稲
垣
史
生
編
『
武
家
事
典
』
一
○
七
頁
。
甲
府
勤
番
に
任
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
、
一
説
に
は
「
山
流
し
」
と
い
わ
れ
、
体
の
い
い
配
流
と
言
わ
れ
る
。
注
（
１
）
同
。
右同。
以下、いずれも検討対象は本人は勿論三代前（闇祖父）
ま
で
遡
っ
て
行
な
う
。
松
平
太
郎
署
・
進
士
慶
幹
校
訂
『
新
訂
江
戸
時
代
制
度
の
研
究
』
七四八頁。
任
用
さ
れ
た
役
職
は
、
大
番
・
書
院
番
・
桐
間
番
・
納
戸
番
・
近
習
番
な
ど
番
方
の
役
職
が
大
部
分
で
あ
る
。
庶
流
・
嫡
流
の
判
別
は
、
本
人
か
ら
三
代
前
ま
で
遡
っ
て
嫡
子
で
四
代
続
い
て
い
れ
ば
嫡
流
、
そ
の
間
庶
子
が
入
る
場
合
を
庶
流
と
した。
桜
井
宇
之
助
信
行
の
項
、
（
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
３
三
七三頁）
右
同
書
、
巻
５
一
九
六
頁
。
深
谷
惣
三
郎
盛
重
の
項
に
は
、
「
閉
門
」
を
巾
し
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
見
え
る
。
（
右
同
書
巻
狙
二
四
三
頁
）
ま
た
、
他
に
は
蟄
居
を
命
ぜ
ら
れ
た
例
も
あ
る
。
父
の
代
で
処
分
さ
れ
、
本
人
が
ま
た
答
を
う
け
る
例
二
つ
も
含
む
。
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
四
一
一
三
七
頁
、
諏
訪
治
兵
衛
頼
盛
の
項
な
ど
。
右
同
書
巻
卯
五
一
頁
。
服部治則・村上直「甲府藩」（『第二期物語藩史』２所収）
五三五頁。
（
皿
）
享
保
ｌ
寛
政
に
か
け
て
約
七
十
年
間
に
、
大
体
三
代
に
わ
た
っ
て
勤
番
し
て
い
る
者
が
多
い
。
（犯）弘化二・一一一・四年版「甲官便覧」（山梨県立図書館所蔵）。
嘉永元年版（広島市栗田文庫所蔵）。同三年版（渡辺一
郎
氏所蔵
）
。安政
二
年版（
東
京国立
博
物館所
蔵
）が残っ
て
い
る
が
、
嘉
永
元
年
・
安
政
二
年
版
は
ま
だ
見
て
い
な
い
。
（鋼）『甲州文庫』（山梨県立図書館蔵）
（型）右同。
（妬）北島正元『江戸時代』一五七頁。
（
妬
）
寺
田
登
「
駿
府
城
代
に
つ
い
て
」
ｓ
地
方
史
静
岡
』
４
号
）
で
は
、
寛
政
改
革
の
財
政
窮
乏
打
開
策
の
一
環
と
し
て
の
意
図
を
も
っ
て
、
毎
年
合
力
米
と
し
て
二
条
・
大
坂
・
駿
府
の
在
番
中
に
支
給
す
る
額
が
相
当
な
量
に
の
ぼ
り
、
こ
れ
が
た
め
駿
府
在
番
を
常
駐
の
勤
番
制
に
移
行
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
甲
府
勤
番
制
の
成
立
に
理
論
的
な
寄
与
を
な
し
た
の
が
室
鳩
巣
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
享
保
期
既
に
在
番
制
の
財
政
負
担
（
合
力
米
の
比
重
）
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
従
っ
て
柳
沢
家
を
転
封
さ
せ
、
甲
府
を
そ
の
実
験
の
場
所
と
し
た
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
首
肯
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
、
）
甲
斐
国
三
十
万
石
余
が
天
領
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
（補注）表㈲に示したように、御家人に列してから最長でも五
十余年間、三代以上にわたって勤仕していないことから
「新参御家人」とした。
附
記
本稿を作成するにあたり、御指導・御助言を賜わった指導
教授村上直先生に深く謝意を表します。
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